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2020年3月期 第3四半期

決算レポート
▪株主の皆さまへ
▪自社株TOB完了



株主の皆さまへ

　株主の皆さまには、平素より
ご支援を賜り誠にありがとう
ございます。
　ここに、2020年3月期第3四
半期決算レポートをお届けい
たします。

増収増益
　当第3四半期までの業績はほぼ計画どおりの推移となりま
した。クウラド事業の伸長やストックビジネスの拡大といっ
た事業構造の変革も徐々に成果を出し始めています。また、資
本施策として、大株主からの自社株TOBの実施、一部持ち合
い株式の解消などを行いました。

2020年度に向けて
　成長著しい、アマゾンやネットフリックスなどの企業から読
み取れることは、お客様とつながり続けることの本質を理解
し、それを仕組み化して事業に活かしていることだと考えます。
　売切りではなく、お客様に使い続けていただきながら利用
価値を高め提供していく。この新しいビジネスモデルをサブ
スクリプションと称し、国内においても自動車、家電メーカー
をはじめさまざまな業界が取り組み始めていることはご存知
の通りです。デジタル化が加速する中、お客様と当社との関係
性も「販売して終わる」から「販売してから始まる」関係への変
化が求められます。
　当社においても、数年来の業績推移を見たとき、従来型の製
品販売よりも、その機能をクラウドサービスとして提供する売
上の増加率の方がはるかに高くなっています。
　「販売してから始まる」ということは、これまで以上に優れた
製品やサービスに加え、導入後も新しい機能を追加したり、使
い勝手を飛躍的に向上したり、さまざまな他のサービスとつ
なげたりと日々更新や最適化し続けることが必要です。
　当社では、お客様と自社との関係でいま起きている変化を
見過ごすことなく、そこから新しいビジネスモデルを構築す
るための施策と投資を強化し、事業構造の変革に取り組んで
まいります。

　株主の皆さまにおかれましては、今後とも変わらぬご支援
を賜りますようお願い申し上げます。

2020年2月
代表取締役
社長執行役員　北野　裕行



第3四半期業績ハイライト（単位：百万円）
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売上高 営業利益
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親会社株主に帰属する
四半期純利益
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第3四半期　業績のポイント

■735,000株の自社株TOB※が完了
　当社は、機動的な資本施策の遂行、株主還元、資本効率の向上を目的として、先般自社株TOBを実施（買付期間：
2019年11月25日から2019年12月23日まで）しました。買付け結果は、大株主（株式保有順位１位と２位）である、
㈱ビジネスコンサルタントと㈱リンクレアの両社から、合計で735,000株（発行済株式総数の8.65％）を2020年1
月22日に買い付けて完了しました。
　両社は、当社設立時からの大株主であり、今回の自社株買いは、事業形態の違う両社との株式保有関係を、事業
シナジーや資本効率の観点から見直したことによるものです。
　本件実施により、当期末の予想EPS（１株当たり当期純利益）ならびにROE（自己資本当期純利益率）についても改
善を見込みます。
※：株式発行会社による公開買付け

IRトピックス

【売上面】
・クラウド事業は企業のDX化や働き方改革への取り組
みを追い風に各サービスの利用者数が増加、前期比＋
23.8%。プロダクト事業は、デジタルセールス活用によ
る販売の効率化やパートナー販売の強化などが奏功、前
期比＋9.6%。ソリューション事業では、企業の業務効率
化ニーズを取り込みアウトソーシングサービスが伸長。

【利益面】
・クラウド事業の増収効果により大幅に損益を改善。ま
た、プロダクト事業では製品販売増収効果により増益。
メインフレーム事業も顧客ニーズを取り込み、需要面で
は堅調に推移。

自社株買いの効果

自社株買いの実施 株主価値の向上
市場発行株式数の減少

株主資本の増加抑制

EPS の増加

ROEの向上
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※公表日は2019年11月22日（終値：1,775円）
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1,980円

【自社株TOB発表後の株価動向】【自社株控除後の発行済株式総数とEPS】

2019年9月30日時点 2020年1月22日時点 増減率

発行済株式総数 8,500,000株 同左 ―

自己株式 94,898株 829,898株 774.5％

控除後の発行済
株式数 8,405,102株 7,670,102株 △8.7％

予想当期純利益※ 7.5億円 同左 ―

予想EPS 89.23円 97.78円 9.6％

※：2019年5月10日決算発表時での予想値

（単位：%）



会社概要 （2019年12月31日現在）
商号	 株式会社ユニリタ
設立	 1982年5月
上場	 東京証券取引所	JASDAQ（証券コード：3800）
資本金	 13億3,000万円
お問合せ	 広報IR室
	 Mail：ir_info@unirita.co.jp

株主優待のご案内

　当社は毎年3月末日を基準日として、株主優待のJCB
ギフトカードをお送りしています。
　お送りする時期は当社定時株主総会終了後の2020年
6月12日(予定)となります。
下記のご所有株式数に応じてJCBギフトカードを贈呈いたします。

ご所有株式数 ご優待商品
100株以上500株未満 JCBギフトカード2,000円分

500株以上 JCBギフトカード4,000円分
※株式等振替制度上、2020年3月末が基準日の株主優待をお受けに
なるためには、権利確定日である2020年3月27日までに株式を
購入していただく必要があります。

特別配当に関するお知らせ

　当期連結業績予想の上方修正を踏まえて、株主の皆さ
まの日頃のご支援にお応えするため、下記内容にて特別
配当を実施する予定です。

年間配当金
中間 期末 年間

前回予想 30円 30円 60円

今回修正予想 32円
（特別配当2円）

62円
（特別配当2円）

当期実績 30円

前期実績
（2019年3月期） 27円 27円 54円

IRカレンダー（予定）

5月11日（月）	：通期決算発表
6月11日（木）	：第38期定時株主総会
6月12日（金）	：期末配当金お支払い開始、株主優待発送


